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古
代
日
本
に
お
け
る
禁
物
規
定
と
鉄

―
日
唐
関
市
令
の
比
較
を
中
心
に
―
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律
令
の
一
篇
目
で
あ
る
関
市
令
に
は
、
禁
物
の
出
入
制
限
に
つ
い
て
の
条
文
群
が

あ
る
。
日
本
令
は
唐
令
を
継
受
し
て
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
北
宋
天
聖
令
に
よ

り
従
来
復
原
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
唐
令
条
文
が
知
ら
れ
、
日
本
令
へ
の
継
受

を
考
え
る
大
き
な
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
禁
物
関
連
条
文

も
日
唐
で
の
対
応
が
確
認
さ
れ
た
の
だ
が
、
辺
境
に
お
け
る
禁
物
の
互
市
禁
止
規
定

（
不
行
唐
六
条
）
と
、「
禁
鉄
之
郷
」
に
お
け
る
鉄
入
手
の
特
殊
規
定
（
不
行
唐
七
条
）

の
両
条
は
、
日
本
令
で
大
き
く
改
編
を
加
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
継
受
し
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

通
常
、
日
本
令
で
唐
令
を
改
編
す
る
場
合
は
、
日
唐
の
制
度
差
や
実
態
を
踏
ま
え

て
な
さ
れ
た
。
当
該
条
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
貿
易
管
理
体
制
の
日
唐
比
較
と
い

う
側
面
か
ら
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
禁
鉄
之
郷
」
の
不
設
定
（
日
本

令
不
継
受
）
や
東
辺
北
辺
に
お
け
る
鉄
冶
設
置
の
禁
止
（
養
老
関
市
令
６
弓
箭
条
）

な
ど
、
鉄
関
連
の
側
面
か
ら
の
考
察
は
十
分
に
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
こ

れ
ら
の
条
文
は
、
唐
で
は
辺
境
地
域
に
お
け
る
交
易
問
題
と
密
接
に
結
び
つ
く
内
容

を
持
ち
、
古
代
日
本
の
東
北
経
営
の
あ
り
方
や
、
八
世
紀
以
前
か
ら
続
く
エ
ミ
シ
と

の
交
易
体
制
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
立
条
の
意
図
を
正
し
く
読
み
解
く
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
報
告
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
日
唐
関
市
令
の
比
較
を
通
じ

て
、
禁
物
規
定
と
鉄
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。




